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論文内容要旨
緒言
 聴力改善手術を行なうに際し,聴力障害の部位診断に役立つ検査方法には多くの種類があるが,
 目的とする部の機能を選択的,定量的に測定するには振動ゾンデを用いる方法が最も優れていると
 思われる。しかし,現在用いられているゾンデは操作技術が難しく,被験者の苦痛も多い。そこで
 著者はこれらの不便さを除去するために,全く新しい様式の振動ゾンデを考案し,その臨床応用を
 試みた。
実験方法
 小さな磁石片を接着したナイロン線を振動ゾンデとして用いた。ゾンデを鼓膜ならびに耳小骨上
 に置き,外耳道壁に立てかけた。磁石を附したゾンデは,駆動部と接触しないようにした。
 次に側頭部にソレノイドコイルを置き,これをオージオメ一夕ーに接続した。磁気的に駆動され
 るナイロンゾンデによって,検査部に検査音を与えた。著者はこの装置を磁気結合型振動ゾンデ,
 Magnetschalls・nde(以下Mゾンデと略す)と名付けた。
研究成績
 本装置を基礎的ならびに臨床的に検討した結果,次のような成績を得た。
 1)コイルとしては,直径0.7㎜の銅線を直径10吼,幅3,5cπのソレノイド型に100回巻い
 たものが,振動ゾンデとしては,太さ0.7㎝,長さ6.5㎝のやや彎曲したナイロン線の先端部にフ
 ェライト磁石の小片を接着したものが最も適当であった。
 2)これまでのゾンデに比し,操作が容易であり,より信頼できる成績が得られた。また同一耳
 で測定点を変えて,くり返し測定することが可能であった。
 3)検査中に被験者に与える苦痛ならびに雑音はほとんどなかった。
 4)特に構造が単純なため消毒が容易で,手術中に用いるのに都合がよい。
 5)測定成績はバラツキが少なく,その値は臨床所見とよく合致した。
 6)聴力改善手術を'合理的に進めるには,術中ゾンデ検査の望まれる例が少なくなかった。
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考按
 文献によれば,振動ゾンデの研究の初期には,ゾンデ部は,骨導子の振動板の振動を忠実に伝え
 なければならないとされていた。そのためには,①振動板に堅く固定された②剛性の高いゾンデ
 (銀線,ピアノ線)を③振動板に直角に取付けたものが横振れが少なく,energyl・SSも
 少なく,ゾンデに荷重をかけた場合にも1～309の範囲では圧力に関係なく一定の振幅が得られ
 たとの記載がみられる。
 次いで,上記のごときものは,ゾンデの機械的インピーダンスが被測定体,すなわち骨連鎖のそ
 れに比し』て太き過ぎる。ゾンデ部に彎曲したナイロン棒を使用すれば,その弾性により先端部に適
 当なインピーダンスが得られ,また,圧定圧の変動に対する誤差も少ないとの意見が主流を占める
 に至っている。
 一方,Mゾンデは駆動部との間に機械的な繋りがないから,測定器の機械的インピーダンスはあ
 まり問題がないと考えてよいであろう。この場合,問題になるとすればゾンデ部の質量,柄部と外
 耳道壁との接触点における弾性などである。これらについては,物理実験ならびに臨床成績から,
 臨床的に用いる場合には無視できることがわかった。
 ゾンデの振動が微小な範囲では(正常音域値一60dB),ゾンデは骨連鎖と一体となって動き,
 その場合に振動に関与する物理的因子は磁石に生じた力,骨連鎖とゾンデ部の質量の和,連鎖の弾
 性などが主なものと考えてよいであろう。換言すれば,本装置は骨連鎖の弾性の変化(インピーダ
 ンスの変化)を検出するのには最適のものと考えられる。
 ゾンデ法の最も活用されるべきは,他に代る方法がないという意味で手術時である。Mゾンデに
 よれば,その施行は容易であり,残存骨連鎖の機能,アブミ骨底板の可動性,手術により再建した
 連鎖,コルメラの効果などを定量的に知ることができる。聴力改善手術を合理的に進めるためには,
 活用されるべき測定器械といってよいであろう。
結語
 磁石片を接着したゾンデを鼓膜,耳小骨上に置き,これを耳外部から磁気的に駆動する新しい形
 のゾンデ法を考案し,基礎的,臨床的に検討を行なった。
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 審査結果の要旨
 伝音障害の部位診断は聴力改善手術の際に不可欠のものであるが,振動ゾンデによる聴力検査法
 は最も有用な方法であり,Z611nerその他の発表がある。しかしその測定技術および測定成績
 に種々問題があった。
 著者は全く新らしい型の磁気結合型振動ゾンデを試作し,種々基礎的ならびに臨床的に検討した
 結果,従来のものとは異なった優れた成績を得ることができた。
 すなわち,小磁石片を接着したナイ・ソ線を振動ゾンデとし,これを鼓膜または耳小骨(測定部)
 におき♪一方側頭部におかれたソレノィドコィルをオージオメーターに接続して発振音を与えゾン
 デを磁気的に駆動する方法を用いた。その特長は操作が容易で,かつ測定成績はバラツキが少なく,
 また臨床所見とよく合致することである。
 構造上,従来の振動ゾンデと異なる点は従来のゾンデは機械的インピーダンスが耳小骨の連鎖の
 それに比べて大き過ぎるが,本ゾンデではナイ・ンのため弾性があり,そのインピーダンスが適当
 であり,また圧抵圧の変動に・対する誤差が少ない。さらに駆動部との間に機械的の繋りがないため
 測定器の機械的インピーダンスには問題がない。
 本ゾンデは骨連鎖のインピーダンスの変化を検出するのに最も適している。従って本ゾンデによ
 り中耳伝音障害の手術の際,各部位の可動性,または連鎖の状態を手術前後に測定することができ,
 聴力改善手術を合理的に行なうには極めて有用なものである。
 よって,本論文は学位を授与するに値するものと認める。
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